
　神戸市の市制施行は明
治22年、神戸大学の前身
である神戸高等商業学校
は明治35年に原田の森に
設置されました。以来、共
に神戸に位置し、互いに関
係しながら発展してきまし
た。平成16 年には国立大
学と行政区では全国初とな

る連携協定を灘区との間で締結しました。
　神戸大学は、神戸市域では最大の “知 ”の拠点です。市民生
活を支える基礎自治体である神戸市とは、毎年、約 80 例の連携・
交流事業に取り組んでいます。
　今回の協定締結を機に、①大学のある街連携事業、②神戸
クラスター、③障害児支援、④安全な都市づくり、⑤革新的膜
工学、⑥歴史文化、⑦神戸市海外事務所の活用の7つのシン
ボル的な事業の推進を図ることになりました。
　調印式は、神戸市役所会見室でおこなわれました。

　神戸大学では、県内自治体と協力関係を深め、持続的な連携活動をおこなっていくため、大学協定を結
んでいます。今年度は、5月24日（金）に神戸市（矢田立郎市長）と、6月27日（木）に三木市（藪本吉
秀市長）と神戸大学（福田秀樹学長）との間で大学協定を締結しました。

神戸大学地域連携推進室
〒 657-8501
神戸市灘区六甲台町 1-1
TEL  : 078-803-5427
FAX : 078-803-5389
E-mail : ksui-chiiki@offi  ce.kobe-u.ac.jp

三木市とは、平成 22年度以来、本学との相互の継続的な連携を模
索してきました。この間、国登録有形文化財「旧玉置家住宅」の利活
用事業のサポートなどさまざまな交流をおこなってきました。
昨年度からは、協定締結を視野に入れた事業として、人間発達環境
学研究科と連携し、三木市の小中学校での確かな学力育成プロジェク

トが始まりました。その
後も協議を重ね、地域の
課題に迅速かつ適切に対
応し、活力ある個性豊か
な地域社会の形成・発展をめざすこと、また、これらの取組
を通じて大学の教育、研究に寄与することを目的に、協定を
締結することとなりました。
三木市と取り組む事業として、①確かな学力向上プロジェ

クト、②農村活性化支援プロジェクト、③市史編纂プロジェ
クトがあります。
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神戸市

三木市とは、平成 22年度以来、本学との相互の継続的な連携を模

三木市

①学術文化における地域社会のリーダーとして、組織的に地域連携活動を進める。

②神戸の持つ国際的港湾都市としての文化的な位置を高め、地域から世界へ発信しうる地域連携事業を

　展開する。

③兵庫県の多様な地域社会に対応しながら、そこから地域社会の発展、活性化につながる普遍的な課題

　を全国に発信する。

④県内の自治体や地域団体との持続的な連携の継続を進め、長期的な信頼関係を深める。

⑤地域連携の成果を生かし、関係自治体等に本学の教育研究フィールドを整備する。 推
進
室

　神戸大学と灘区等が協働で取り組んできた様々な地域のまちづく

り事業等を充実させ、大学のある街ならではのまちづくりを推進し

ます。

大学のある街連携事業

　京コンピューターや、神戸大学

統合研究拠点、神戸バイオテクノ

ロジー研究・人材育成センター（Ｂ

Ｔセンター）／神戸大学インキュ

ベーションセンター等を活用して、

神戸医療産業都市を推進します。

神戸クラスターに関する連携

①下水処理に関する連携

　これまでにない高品質、高効率な膜を用いた省エネ・省スペース・

省コスト型 MBR（膜分離活性汚泥法）による水処理システムや、革

新的膜を活用した創エネ型の下水処理システムの開発・実用化に向

けて、情報交換、協議を行います。さらに性能を実証するための実

験にあたり、神戸市が研究（実験）フィールドを提供するなどを検

討します。

②上水に関する連携
　従来の急速ろ過方式

から、膜ろ過に浄水の

方式を変更することに

より、より品質の高い

水の供給を目指し、情

報交換、協議を行いま

す。

革新的膜工学に関する連携

 

 

２００７年４月１日 設立
我が国初＆唯一の総合的膜工学拠点

神戸大学 先端膜工学センター

・産学連携の推進
・派遣型教育
・リカレント教育

・海外膜センターとの交流
・若手研究者の派遣
・国際共同研究の推進

・膜工学専門教育の企画と実施
・膜工学研究支援、開発および指導助言

先端膜工学センター

産業界国際交流

教員：16名、学生：１００以上

海外膜センター
５機関と連携

国内企業4７社
と連携

　ライフステージを通じて、障害の

ある子どもやリスクの高い子どもと

その家族を支援する事業を推進しま

す。

障害児支援に関する連携

　神戸における自然災害の防止・

減災もしくは軽減に関して、神戸

大学大学院工学研究科、神戸大学

都市安全研究センター等との連携

のもと、より安全な都市づくりを、

共同して研究します。

安全な都市づくりに関する連携

　「六甲山・摩耶山に関する歴史文化」

「財産区、コミュニティに関する歴史文

化」「兵庫津に関する歴史文化」「防災・

減災等に関する資料保存」など、これ

まで連携して実施してきた神戸市内

の歴史文化の育成支援の更なる充実

を図ります。

歴史文化に関する連携
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2012/12/21（金）　※雨天決行○講演会　13:00 ～ 14:20（予定）
○フィールド・ワーク　14:30 ～ 16:30（予定）

講演会場：岩屋青年会館（詳しくは裏面）　
参加費：無料主催：神戸大学大学院人文学研究科地域連携センター

後援：神戸市灘区、一般財団法人岩屋青年会　協力：摩耶山天上寺、敏馬神社
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　神戸市の海外事務所であるシ

アトル事務所を通じて、神戸大

学が連携している、米国・ワシ

ントン大学に留学中の学生が、

米国の官公組織、民間事務所を

訪問・視察する機会を図ります。

神戸市海外事務所の活用

●C1STC1  5 月 24 日（金）14:00～1�:00 

 

参加者 神戸大学 秋山咲智子、石倉誠人、藤田めぐみ、田中里沙 

    神戸市シアトル事務所 垣内正雄 

    （ᒰ日ߪ日☨ද会がਥ௅࠷ࠆߔアーとวᵹしたのでో૕でߪ 25ฬ⒟ᐲ） 

応対者 インター࠽ショ࠽ル ࡃイࡗー *iroko *untoon 氏 

         〃         4oger 1̉keeH 氏 

 

14:00～ C1STC1 本社（イࠨクア市）の会議室で会社᭎ⷐ及び *iroko のࠠࠎߐ

ャリアにߟいての説明をฃけ、質疑応答を行った。（ోて英語） 

15:30～ 㓞ធࠆߔᐫ⥩内を⷗学し、説明をฃけた。（日本語及び英語） 
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～ 神戸大学は、地域と「真摯」にむきあい、「自由」に議論し、「協同」してその発展を目指します ～

まちプロジェクト―まちTゆうえんち ’12の様子
（神戸大学・灘区まちづくりチャレンジ事業助成）

神戸大学統合研究拠点

就学前の発達障害のある子どもとその家族への
支援教室「ぽっとらっく」

「みんなで考えよう安心・安全で快適なまち
づくり」の様子

摩耶道のとおる村の歴史
講演とフィールドワークのチラシ
（神戸大学・灘区まちづくりチャレンジ
事業助成）

ワシントン大への留学生が、（上）Microsoft 本社および
（下）COSTCO 本社を企業訪問

組織図

地域の歴史遺産の利活用等
による地域文化の育成

少子高齢化社会に対応した
地域支援

地域社会の自然環境利用に
よる地域の活性化

防災
  ・
減災

（地域連携推進室事務局）研究推進部連携推進課産学官連携グループ　 （HP） http://www.office.kobe-u.ac.jp/crsu-chiiki/

神戸市との連携事業をいっそう進めます
　国立大学法人神戸大学と神戸市は、これまで培ってきた連携事業の成果を生かし、地域の課題に迅速かつ適
切に対応し、活力のある個性豊かな地域社会の形成、発展に寄与することを目的として、平成 25 年 5月 24 日、
包括連携協定を締結しました。

　これまでにない高品質、高効率な膜を用いた省エネ・省スペース・

省コスト型 MBR（膜分離活性汚泥法）による水処理システムや、革

新的膜を活用した創エネ型の下水処理システムの開発・実用化に向

けて、情報交換、協議を行います。さらに性能を実証するための実

験にあたり、神戸市が研究（実験）フィールドを提供するなどを検

７社
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　神戸市の海外事務所であるシ

アトル事務所を通じて、神戸大

学が連携している、米国・ワシ

ントン大学に留学中の学生が、

米国の官公組織、民間事務所を

訪問・視察する機会を図ります。

～ 神戸大学は、地域と「真摯」にむきあい、「自由」に議論し、「協同」してその発展を目指します ～

ワシントン大への留学生が、（上）Microsoft 本社および

切に対応し、活力のある個性豊かな地域社会の形成、発展に寄与することを目的として、平成 25 年 5月 24 日、
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基本理念

重点領域

　全国で活躍している卒業生とのネットワーク作りの拠点として、在学生・教職員・卒業生など神戸大学に関わりのある方の東京での憩いの場所として、
　お気軽にご利用ください。また、神戸大学についてお知りになりたい方、神戸大学にコンタクトしたい方も大歓迎です。
　所在地：東京都千代田区丸の内3-1-1帝国劇場ビル 地下1階（有楽町駅、日比谷駅すぐ）　電話番号：03-6269-9130　開所時間：月～金 9:00 ～ 19:00（土日祝日を除く）

　全国で活躍している卒業生とのネットワーク作りの拠点として、在学生・教職員・卒業生など神戸大学に関わりのある方の東京での憩いの場所として、
　お気軽にご利用ください。また、神戸大学についてお知りになりたい方、神戸大学にコンタクトしたい方も大歓迎です。
　所在地：東京都千代田区丸の内3-1-1帝国劇場ビル 地下1階（有楽町駅、日比谷駅すぐ）　電話番号：03-6269-9130　開所時間：月～金 9:00 ～ 19:00（土日祝日を除く）

東京
オフィス

推推
進進

学 学 
地
域
連
携

●マイクロソフト（レドモンド市）5 月 31 日（金）10:00～14:00 

 

参加者 神戸大学 秋山咲智子、石倉誠人、藤田めぐみ、藤本有香、田中里沙 

    神戸市シアトル事務所 垣内正雄 

 

応対者 国際プロジェクトエンジニア Kazuki Sawanoi 氏 

ソフトウェア開発エンジニア Jared Palmer 氏  

           〃          Christopher Munn 氏 

〃               Ken Sasahiro 氏 

〃               Yoshihito Takashima 氏 

ライセンス＆プログラムマネージャー  Fumie Young 氏 

国際プロジェクトエンジニア Naoki Midorikawa 氏  

日本戦略オフィス所長       Takeyoshi Nakamura 氏 

 

10:00～ マイクロソフト本社内の会議室でアメリカ人スタッフ、日本人スタッ

フに分けて、業務内容の説明と質疑応答を行った。（英語及び日本語） 

12:00～ 社内のカフェテリアで昼食をとりながら、それぞれ個人的なお話を伺

うことができた。（英語及び日本語） 

13:00～ ビジターセンターやお土産ショップを案内していただいた。 
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　保健学研究科地域連携センターでは、「医療と福祉の連携に
よる障害者への生活支援」事業の一環として、学生ボランティ
アによる障害者への生活支援事業を展開しています。
　2013 年 9月23日（月・祝）に、名谷キャンパスのある須磨
区友が丘地域において、この地域の障がい者福祉施設（(福 )
神戸聖隷福祉事業団　神戸愛生園、神戸友生園、せいれいや
さかだい、神戸聖生園）が主催する「第 33回おいでやすカー
ニバル」が開催されました。保健学研究科地域連携センターも
この催しに協賛しており、教員3名、学生10 名が参加しました。「おいでやすカーニバル」は毎年開催され、

地域住民も多く参加されるとても盛大なお祭りです。保健学研究科
地域連携センターとして参加して6年
目になりました。
　今年は、作業療法学専攻学生が学
内演習で学習した「ちぎり絵体験」と、
看護学専攻学生による「聴診器・血圧
測定体験」を設置し、近隣住民の皆
さん、同園利用者の方 と々ともに楽し

い時間を過ごすことができました。特に今年はお子さんとご家族の方に多く
ご参加いただきました。
　また、学生は他にも施設利用者の方がお祭りに参加するため
のサポートや、着ぐるみをきてお祭りを盛り上げる等、それぞれ
が役割を持って参加しました。
　来月は、本学学園祭「名谷祭」へ神戸愛生園の皆さんをご招
待する予定です。これからもボランティア活動を通して、共に楽
しい時間を過ごし、利用者の方たちと一緒に活動していく中で、
それぞれが医療専門職者として成長していきたいと思います。

『神戸又新日報』のデジタル化が完成
　　　— 神戸市立中央図書館との連携事業
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　保健学研究科地域連携センターでは、「医療と福祉の連携に

おいでやすカーニバルへの参加
— 保健学研究科地域連携センター

神戸又新日報（こうべゆうしんにっぽう）は明治17年に創刊され、
昭和14 年に休刊した兵庫県全域を対象とした日刊紙です。明治中期
から昭和初期までの兵庫県を知るための基礎資料として、非常に重要
なものです。創刊から2年後の明治19 年からの原紙を神戸市立中央
図書館が所蔵していました。
この度人文学研究科が文部科学省の採択を受けた特別研究プロ
ジェクト（「地域歴史遺産保全活用教育研究を基軸とした地域歴史文
化育成支援拠点の整備」）の事業の一環として、神戸市立中央図書館
と連携し、所蔵マイクロフィルムからのデジタル化がおこなわれました。
これによって、兵庫県下の歴史資料の市民利用の推進が期待されます。
デジタル化完成に伴い、市民や研究者が利用できるよう、検索用端
末が神戸市立中央図書館と神戸大学附属図書館に設置されています。



　神戸市では、東京で活躍中の神戸にゆかりのある政治、経済など様々な分野で活躍している方 と々交流
し、神戸の取組みなどを紹介する機会として、毎年「神戸のつどい」を開催しています。今年は、8月8日（木）
に東京會舘で開かれ、約 600人を超える参加者が集まりました。

　今年初の企画として、展示コーナーに「大学連携の取
り組み」が設けられました。神戸市内から、神戸大学、
神戸学院大学、甲南大学が参加し、「大学の「知」の集
積を活かす」と題して、個性豊かな展示がおこなわれま
した。神戸大学は、5月に締結した神戸市との連携協定
に基づくシンボル事業についてのポスターを展示しまし
た。大学との連携に関心を持たれている方々と直接意見
交換をおこなう良い機会になりました。また、参加者の
国会議員から、「このような大学と自治体との連携は、こ
れから必要なことですね」との声も聞かれました。
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篠山市と神戸大学の連携推進協議会が，7月 4日（木）、
神戸大学連携創造本部大会議室で開かれました。大学協定
を平成 22年 8月に締結して以来、初めての協議会です。市
側からは上田政策部長、大学からは内田産官学社会連携担
当理事をはじめとする、市・大学両者の連携担当部局の責任
者が一堂に会し、今後の連携活動について意見交換をおこ
ないました。
平成 25年度の活動として、
就学前発達障害児等早期支

援システム構築（保健学研究科）、日置地区古文書調査（人文学研究科）、
獣害対策（篠山フィールドステーション）、里山林管理手法の実践的研究（農
学研究科）などの地域共同研究とともに、実践農学入門などの教育・研
究支援などの計画が、市・大学の各事業担当者から説明されました。今
後も引き続き、定期的に協議会を開催していくことが確認されました。

篠山市と神戸大学の連携推進協議会が，7月 4日（木）、

篠山市・神戸大学 連携推進協議会を開催

**********************************************************************

　神戸市では、東京で活躍中の神戸にゆかりのある政治、経済など様々な分野で活躍している方 と々交流

神戸のつどいに参加

**********************************************************************
学生団体「にしき恋」、野菜の試食会を開催
学生団体「にしき恋」が、7月23日（火）、農学部学生ホールで、
自分たちが栽培した野菜の試食会をおこないました。
「にしき恋」は、実践農学入門をきっかけに、篠山・西紀地区
で活動している団体です。現在同地区で畑を借りており、そこで
収穫された野菜を大学で販売するためのヒントを得るため、教員
や学生たちを招いて今回のイベントを開きました。

参加者は、「にしき恋」の
活動や農場の説明を聞きなが
ら、新鮮な茄子、胡瓜の浅漬
けやオクラ、ピーマンなどの和え物に舌鼓をうちました。参加者から料
理のヒントや販売方法のアドバイスが出るなど、大盛況でした。その後、
学生団体が栽培した野菜の学内での販売許可がおり、秋には黒豆など
の販売がおこなわれることになりました。



3 月 11 日  兵庫県教育委員会と意見交換、兵庫県立大学と意見交換
15 日  岩手大学地域連携推進センター訪問
18 日  大学と連携したまちづくりチャレンジ事業助成（灘区公募事業）公募開始
27 日  3 地域連携センター長意見交換 
28 日  地域・だいがく連携通信第 12 号を発行、学生ボランティア支援室アドバイザー会議に出席
29 日  平成 24 年度神戸大学地域連携活動報告書を発行、神戸市と協定締結について協議

4月 01 日  地域連携事業・学生地域アクションプラン公募開始
 08 日  明石市政策室と協議
 16 日  兵庫県教育委員会と意見交換、大手前大学来訪
 18 日  三木市と協定締結について協議
 19 日  大学と連携したまちづくり助成事業審査（灘区役所にて、オブザーバーとして出席）
 23 日  篠山市と意見交換

5月 01 日  大学教育推進機構と意見交換、神戸市と協定締結について協議
 02 日  平成 25 年度第 1回地域連携推進室会議
09 日  第 5 回 A-launch（農学研究科地域連携センター）、神戸市と協定締結について協議
14 日  農学研究科地域連携センターと打合せ
16 日  平成 25 年度第 2回地域連携推進室会議、神戸市と協定締結について協議

 23 日  神戸市と協定締結について協議
 24 日  神戸市との連携協定調印式

6月 04 日  神戸大学留学生が篠山市を訪問
 06 日  兵庫県企画県民部大学課と意見交換
 12 日  国際文化学研究科教員と地域連携事業について意見交換
 13 日  三木市と協定締結について協議
20 日  神戸市大学連携支援室との意見交換、神戸又新日報デジタル化についての記者発表（人文学研究科地域連携センターほか）
25 日  篠山市と協議会開催について協議
27 日  三木市との連携協定調印式

7月 04 日  篠山市・神戸大学連携推進協議会
 19 日  第 6 回 A-launch（農学研究科地域連携センター）
 20 日  地域活性学会に参加（高崎市立高崎経済大学）
 24 日  兵庫県議会総務常任委員会が篠山フィールドステーションを視察
 30 日  神戸新聞社と協議

8月 06 日  灘区民まちづくり会議に出席
08 日  神戸のつどい（東京）に参加

申請団体名 申請事業名
  神戸大学人間発達環境学研究科（教職員）   鶴甲いきいきまちづくりプロジェクト
  まちプロジェクト実行委員会（学生）   まちプロジェクト　―まちＴゆうえんち ’13―

活動報告（2013年3月～2013年8月）

　　(4)　　　　　　　　　 地域・だいがく連携通信　第 13 号　　　 　　　2013.10.15　  

平成 25 年度 地域連携 学内公募事業
地域連携推進室では、学内の新しい地域連携の芽を育てるため、各部局等で計画されている事業の支援や、学生
による地域社会を活性化しようとするための活動の支援をおこなっています。今年度は、次の各事業が採択されました。
地域連携事業（教職員対象）　採択事業

申請部局名 申請事業名
  国際文化学研究科   映像を媒介とした大学とアーカイブの地域連携
  経済学研究科   兵庫県多可町における地域住民との多角的な連携事業
  経済学研究科   六甲山の森林保全を目指した文理融合型地域連携プロジェクト 
  人間発達環境学研究科   ESD ボランティア育成プログラム拡張支援事業（継続事業）
  人間発達環境学研究科   佐用川の生態系保全を中心とした市民科学活動への支援（継続事業）

申請団体名 申請活動名
  神戸大学体育会アメリカンフットボール部   地域の子どもたちとのフラッグフットボール教室を通しての交流

  舞踊ゼミ（関 典子研究室）   神戸ビエンナーレ 2013 ／兵庫県立美術館と神戸大学発達科学部の相互
  協力協定事業　『Site Specific Dance Performance #3』

  はたもり   地域資産を用いた篠山市畑地区の地域再生
  「イルミネこうべ」プロジェクト   「イルミネこうべ」光る募金箱プロジェクト
  大船渡支援プロジェクト実行委員会   大船渡ワークキャンププロジェクト
  明舞団地の歴史を記録する会   県営明舞団地における居住者目線の団地の歴史の記録・編集
  神戸在宅呼吸ケア勉強会   灘区在住高齢者における未診断 COPD患者の現状と対策

学生地域アクションプラン（学生対象）　採択事業

平成 25 年度 神戸大学・灘区まちづくりチャレンジ事業助成
　灘区との間で締結された連携協定に基づき、平成17年度より、本学の教員・職員・学生からなる組織を対象に「地域の課題
解決および魅力向上を目的として実施する活動・事業」に対して灘区が助成を行っています。今年度の採択事業は次のとおりです。




